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保険診療上の留意事項について

　平成25年度個別指導（医科）における岡山県内の82保険医療機関に対し個別指導の実施（新
規個別指導含む）を行い、改善を求めた指摘事項になります。
　Ⅰ診療に関する事項（社会保障部だよりNO.20）及びⅡ事務的事項と２回に渡り掲載します。 
※指摘事項に並記されている数字は指摘件数（指摘した割合）を示す。

Ⅱ　事務的事項

【診療報酬明細書】
○ 　診療報酬明細書の記載に当たっては、次の事項に留意のうえ、記載要領に従い適切に記載
すること
　•主病の表記を行うこと（原則として主病は１つとすること） 16（19.5%）
　•転帰の整理を適切に行うこと １（1.2%）
　• リンデロンDG軟膏は、二次感染を起こした疾患に対し処方する薬剤であるので、摘要欄

にその旨記載することが望ましいこと １（1.2%）
　•投薬を必要とする理由を記載する場合は適確に行うこと １（1.2%）
　•人工腎臓の障害者等加算の算定に係る状態の記載を適確に行うこと １（1.2%）
　•在宅患者訪問診療料の算定に当たって「摘要」欄に当該診療を行った日を記載すること
 １（1.2%）
　•在宅自己注射に用いる薬剤を支給した場合は、支給日数を記載すること ２（2.4%）
　•血糖自己測定値の測定回数の記載は、実測定回数を記載すること ２（2.4%）
　•薬剤を処方した根拠となる傷病名の記載が漏れている例が認められたので改めること
 １（1.2%）
　•在宅医療の保険材料を算定する際は、「処置」欄ではなく「在宅医療」欄に記載すること
   １（1.2%）
　• 特別養護老人ホーム等の配置医師である場合において、特別の必要があって診療を行う際

は、「摘要」欄に当該診療の必要となった理由等を記載することが望ましいこと １（1.2%）
　•診療録に記載されている傷病名を漏れなく記載すること  １（1.2%）

【電子カルテ】
○ 　電子カルテの運用に当たっては、「医療情報システムの安全管理に関するガイドライン第
4.2版（平成25年10月）」を遵守すること ４（4.8%）

　• 自院から交付する診療情報提供書等の写しの保存については、実際に交付した文書の写し
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を電子媒体等により保存すること
　•運用管理規程を策定すること
　•利用者ID及びパスワードを設定すること
　•労務不能に関する意見に係る記載欄を設定すること

【診療報酬請求】
○ 　在宅自己注射を実施しないこととなったにもかかわらず、在宅自己注射指導管理料及び血
糖自己測定器加算を算定している例が認められたので、診療報酬請求時の確認を徹底するこ
と  １（1.2%）
○ 　診療報酬の請求に当たって、診療報酬明細書の作成誤りによる誤請求が認められたので、
請求内容の確認を徹底すること（通院・在宅精神療法の実施回数） １（1.2%）
○ 　診療報酬明細書の誤作成による請求誤りの例が認められたので、診療報酬請求に当たって
は、請求内容の確認を徹底すること １（1.2%）
　•バイエッタ皮下注の薬剤料
○ 　特別養護老人ホームの入所者の診療について、保険医が配置医師である場合、再診料は算
定できないが、再診料を算定している例が認められたので、診療報酬請求時の確認を徹底す
ること １（1.2%）
○ 　診療情報提供書の交付が行われなかったにもかかわらず、診療情報提供料（Ⅰ）を算定し
ている例が認められたので、診療報酬請求に当たっては内容確認を徹底すること １（1.2%）
○ 　診療録に記載がない傷病名を診療報酬明細書に記載して保険請求をすることは、認められ
ないこと １（1.2%）

【届出事項】
○　届出事項に変更があったときは、速やかに中国四国厚生局長に変更の届出を行うこと
 31（37.8%）
　•保険医の届出（就職、退職、勤務形態の変更　常勤→非常勤）
　•標榜診療時間
　•標榜診療科
　•所在地（ビルの名称）

【各種様式】
○ 　患者に交付する領収証について、「保険外負担」の項目が金額のみ記載する様式となって
いることから、項目と金額を記載する様式に改めること ６（7.3%）
○ 　処方せんの発行に当たっては、療養担当規則第23条に定める様式第二号又はこれに準じる
様式を用い、その項目を具備すること ３（3.6%）
○ 　入院診療計画書について、入院基本料等の施設基準等により示されている別添６「別紙２」・
「別紙２－２」の様式に基づき作成すること １（1.2%）
○ 　診療情報提供書の様式は、「別紙様式11」等により必要な項目を具備した様式に改めるこ
と １（1.2%）
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保険診療上の留意事項について

　平成25年度個別指導（医科）における岡山県内の82保険医療機関に対し個別指導の実施（新
規個別指導含む）を行い、改善を求めた指摘事項になります。
　Ⅰ診療に関する事項（社会保障部だよりNO.20）及びⅡ事務的事項と２回に渡り掲載します。 
※指摘事項に並記されている数字は指摘件数（指摘した割合）を示す。

Ⅱ　事務的事項

【診療報酬明細書】
○ 　診療報酬明細書の記載に当たっては、次の事項に留意のうえ、記載要領に従い適切に記載
すること
　•主病の表記を行うこと（原則として主病は１つとすること） 16（19.5%）
　•転帰の整理を適切に行うこと １（1.2%）
　• リンデロンDG軟膏は、二次感染を起こした疾患に対し処方する薬剤であるので、摘要欄

にその旨記載することが望ましいこと １（1.2%）
　•投薬を必要とする理由を記載する場合は適確に行うこと １（1.2%）
　•人工腎臓の障害者等加算の算定に係る状態の記載を適確に行うこと １（1.2%）
　•在宅患者訪問診療料の算定に当たって「摘要」欄に当該診療を行った日を記載すること
 １（1.2%）
　•在宅自己注射に用いる薬剤を支給した場合は、支給日数を記載すること ２（2.4%）
　•血糖自己測定値の測定回数の記載は、実測定回数を記載すること ２（2.4%）
　•薬剤を処方した根拠となる傷病名の記載が漏れている例が認められたので改めること
 １（1.2%）
　•在宅医療の保険材料を算定する際は、「処置」欄ではなく「在宅医療」欄に記載すること
   １（1.2%）
　• 特別養護老人ホーム等の配置医師である場合において、特別の必要があって診療を行う際

は、「摘要」欄に当該診療の必要となった理由等を記載することが望ましいこと １（1.2%）
　•診療録に記載されている傷病名を漏れなく記載すること  １（1.2%）

【電子カルテ】
○ 　電子カルテの運用に当たっては、「医療情報システムの安全管理に関するガイドライン第
4.2版（平成25年10月）」を遵守すること ４（4.8%）
　• 自院から交付する診療情報提供書等の写しの保存については、実際に交付した文書の写し
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を電子媒体等により保存すること
　•運用管理規程を策定すること
　•利用者ID及びパスワードを設定すること
　•労務不能に関する意見に係る記載欄を設定すること

【診療報酬請求】
○ 　在宅自己注射を実施しないこととなったにもかかわらず、在宅自己注射指導管理料及び血
糖自己測定器加算を算定している例が認められたので、診療報酬請求時の確認を徹底するこ
と  １（1.2%）
○ 　診療報酬の請求に当たって、診療報酬明細書の作成誤りによる誤請求が認められたので、
請求内容の確認を徹底すること（通院・在宅精神療法の実施回数） １（1.2%）
○ 　診療報酬明細書の誤作成による請求誤りの例が認められたので、診療報酬請求に当たって
は、請求内容の確認を徹底すること １（1.2%）
　•バイエッタ皮下注の薬剤料
○ 　特別養護老人ホームの入所者の診療について、保険医が配置医師である場合、再診料は算
定できないが、再診料を算定している例が認められたので、診療報酬請求時の確認を徹底す
ること １（1.2%）
○ 　診療情報提供書の交付が行われなかったにもかかわらず、診療情報提供料（Ⅰ）を算定し
ている例が認められたので、診療報酬請求に当たっては内容確認を徹底すること １（1.2%）
○ 　診療録に記載がない傷病名を診療報酬明細書に記載して保険請求をすることは、認められ
ないこと １（1.2%）

【届出事項】
○　届出事項に変更があったときは、速やかに中国四国厚生局長に変更の届出を行うこと
 31（37.8%）
　•保険医の届出（就職、退職、勤務形態の変更　常勤→非常勤）
　•標榜診療時間
　•標榜診療科
　•所在地（ビルの名称）

【各種様式】
○ 　患者に交付する領収証について、「保険外負担」の項目が金額のみ記載する様式となって
いることから、項目と金額を記載する様式に改めること ６（7.3%）
○ 　処方せんの発行に当たっては、療養担当規則第23条に定める様式第二号又はこれに準じる
様式を用い、その項目を具備すること ３（3.6%）
○ 　入院診療計画書について、入院基本料等の施設基準等により示されている別添６「別紙２」・
「別紙２－２」の様式に基づき作成すること １（1.2%）
○ 　診療情報提供書の様式は、「別紙様式11」等により必要な項目を具備した様式に改めるこ
と １（1.2%）
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○ 　外出・外泊許可証の様式は、入院中の患者の管理を適切に行うために、外出・外泊の許可
に当たっては、目的、外出先等を確認するため外出許可願いを作成するとともに、患者には
医療機関名称及び電話番号等を記載した許可証を発行すること １（1.2%）

【特定保険医療材料】
○ 　プラスチックカニューレ型静脈内留置針は、おおむね24時間以上にわたって経皮的静脈確
保を必要とする場合又は６歳未満の乳幼児、ショック状態若しくはショック状態に陥る危険
性のある症例で翼状針による静脈確保が困難な場合に限り算定できること １（1.2%）
○　診療報酬に包括されている材料等は、患者から別に費用徴収することはできないこと
 １（1.2%）
　•胃瘻用ボーラスチューブ

【一部負担金】
○ 　患者の一部負担金は、関係法令に基づき適切に受領すること従業員であっても減免するこ
とは認められないこと ８（9.8%）
○　一部負担金受領等の管理について、日計表等により適切に管理すること ２（2.4%）

【保険外併用療養費】
○ 　特別の療養環境の提供を行う場合は、病床数、特別の料金等を中国四国厚生局長に届出す
ること
　　なお、提供を行う病床数は許可病床数の５割までとすること　 １（1.2%）

【保険外負担項目】
○ 　処置料等に包括されている材料やサービスに係る費用は、療養の給付と直接関係ないサー
ビス等とはいえないものであるので、患者から費用徴収することはできないこと
 ３（3.6%）
　•腰部固定帯、胸部固定帯、鎖骨固定帯、CM関節固定バンド、包帯、ネット、三角巾
　•松葉杖使用料
○ 　入院環境等に係るものであり、療養の給付と直接関係ないサービスとはいえないものにつ
いて、不適切な保険外負担を求めている例が認められたので、改めること ２（2.4%）
　•扇風機代
　•電気毛布代
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　岡山大学病院キャリア支援制度を利用して、卒後４年目に出産、卒後５年目に腎臓・糖
尿病・内分泌内科に所属し職場復帰しました。その頃、子供は生後７カ月で離乳食を開始
していましたが、授乳も行っていたため、時間が経つと胸の張りや痛みを実感することも
ありました。また、授乳した５分後には、予診部屋で患者さんから淡々と主訴や現病歴、
既往歴などを聴取することもあり、あまりの状況の違いに意識が追いつかないこともあり
ました。復帰して間もなく、ライフイベントは順を追ってやってくるとは限らないことを
思い知ります。実母が突然、病気で他界。その半年後、実父に進行癌が見つかり、別居す
る父の生活全般に大きく関わらなければならなくなりました。育児と仕事との両立に奮闘
している最中、介護も加わることになりました（よく考えると、私は厄年でした）。医師
として多くを学び経験する、一番の頑張り時とも思えるこの時期ですが、とにかく「休ま
ず出勤すること」だけを目標に掲げています。３歳になった息子は、いつの間にか、良き
サポーターの一人となっていました。
　私の表情が険しい時に笑顔で教えてくれます。「ママ、笑ってる？」
　急いで作った夕飯がどんな仕上がりの時でも、同じコメントをくれます。「ママのご飯、
美味しいね！」
　子供がいる状況下では、一日三回の食事をとり、ともに笑い、ともに寝る。どんなにつ
らい時も、忙しい時も、このサイクルが繰り返されることで、同じペースで日々前進出来
ていることに気づかされます。言うまでもなく、良きリーダーである上司に恵まれ、夫や
家族の支えがありました。たわいない会話を交わすことで気分転換となる同僚も大切な存
在です。
　私の周りで支えて下さっている方達もまた、ご自身の家庭があり、守るべきものがあり、
限られた時間をやりくりされているというご苦労に感謝し、この先、自分の経験を活かし
て励ます立場になれるよう、今を一生懸命頑張りたいと思います。

３歳の息子に励まされながら
岡山大学病院　腎臓・糖尿病・内分泌内科　奥　山　由　加


